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 京都府の畜産は、長い歴史と伝統に育まれた食文化の影響を受けながら、食生活の高度

化・多様化に伴う畜産物需要の拡大の中で、経営の規模拡大や専業化、施設・技術の高度

化、経営の効率化が図られて発展し、平成１８年の畜産産出額は１２３億円と野菜、米に

次ぐ京都府農業の基幹的地位を占めています。また、京都のブランド畜産物である「京都

肉」「京都ぽーく」「京地どり」をはじめ、優れた品質に裏付けられた府民に喜ばれる品目

が育ってきています。 

今日の畜産行政は、安心・安全で高品質な畜産物の提供はもとより、地域への貢献が求

められていますが、このような課題に対応し、今後とも、「地域に根ざした畜産」を発展

させていくため、和牛放牧が持つ、耕作放棄地等の省力管理、景観の保全、野生獣害防止

など、多面的機能を活した地域力の再生や家畜排せつ物を堆肥化して農用地での有効利用

を推進する他、稲ホールクロップサイレージや飼料用米をはじめとする自給飼料の栽培や

エコフィードの利用による資源循環型畜産を推進してまいります。 

また、家畜防疫の面においては、平成１６年２月に高病原性鳥インフルエンザ発生後、

高度な検査機器を備えた中丹家畜保健衛生所を平成１８年３月に新設するとともに、学識

経験者から幅広く助言・指導を受けながら、万全の防疫体制を構築しているほか、京都府

独自の鶏卵・鶏肉トレーサビリティの構築をはじめとする「食」の安心・安全の確保に向

けた取組を引き続き推進してまいります。 

この冊子は、京都府の今日の畜産情勢をわかりやすく図解したものですが、皆様に広く

ご利用いただき、京都府の畜産に対する御理解と御協力を得られれば幸せに存じます。 

 

  平成２０年３月                  

     京都府農林水産部畜産課長  地 脇 準 一
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京都府農林水産部畜産関係行政組織 

農 林 水 産 部 

畜 産 課 

家畜衛生担当

畜産振興担当

（℡０７５－４１４－４９８１） 

家畜改良及び生産奨励 
畜産経営の改善向上及び畜産環境保全 

家畜保健衛生向上及び家畜伝染病の発生

予防・発生予察 

家 畜 保 健 衛 生 所 家畜の伝染病、伝染性疾病の検査、予防、家畜保健衛生の

検査及び試験、家畜の生産性向上及び環境保全 

山城家畜保健衛生所（城陽市寺田北山田３１の４７） 
 業務課 防疫課 
 
南丹家畜保健衛生所（南丹市八木町木原北東荘） 
 業務課 防疫課 
 
中丹家畜保健衛生所（福知山市字半田３７１の２） 
 業務課 防疫課 高度病性鑑定課 
 
丹後家畜保健衛生所（与謝郡与謝野町下山田６１６） 
 業務課 防疫課

℡０７７４－５２－２０４０ 

 

 
℡０７７１－４２－３３０８ 

 

 
℡０７７３－２５－１８６０ 

 

 
℡０７７２－４３－１１２５ 

畜産技術センター 家畜の改良増殖、生産現場に直接役立つ技術の開発・普及・

指導 
（綾部市位田町桧前）℡０７７３－４７－０３０１ 

総 務 部 

改 良 部 

経営・指導部

庶務、会計、財務管理 

牛・鶏の改良増殖、飼養管理 

乳用牛・鶏・飼料作物・環境保全の研究、 
畜産農家の経営・技術指導 

碇 高 原 牧 場 肉用牛の改良増殖、放牧利用の実証・技術開発・普及・

指導、育成家畜の譲渡 
（京丹後市丹後町碇１）℡０７７３－４７－０３０１ 

管 理 部 

繁殖技術部 

庶務、草地の管理・研究、乳用牛の放牧、

育成譲渡 

肉用牛の育成譲渡・研究、技術指導 

普及研究ブランド課 

農業改良普及センター
広 域 振 興 局 

農 林 商 工 部 
企 画 調 整 室 

食の安心・安全推進課 

１ 

注）組織は、４月以降の再編後を記載しました。 
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 ２ 家畜頭羽数と産出額 

 府農業産出額に占める割合 

 
畜種別内訳 

地域別畜産産出額 

近畿各府県の畜産産出額 

●乳用牛 

 

●肉用繁殖牛 

 

●肉専用種 

 肥育牛 

 

●豚 

 

●採卵鶏 

 

●ブロイラー 

1,000 頭

 

1,000 頭

 

1,000 頭

 

 

5,000 頭

 

100,000 羽

 

100,000 羽

畜産技術センター 碇高原牧場

丹後家畜保健衛生所 畜 産 技 術 セ ン タ ー （ 綾 部 ）

中 丹 家 畜 保 健 衛 生 所 

南 丹 家 畜 保 健 衛 生 所

山 城 家 畜 保 健 衛 生 所

畜産 

123億円 

17.3％ 

野菜 

248億円 

34.9％ 

191億円 

26.9％ 

米 

その他 

１４８億円 

20.9％ 

平成 18年 

総 額 

710億円 

（100％） 

平成 18年 

府畜産総額 

123億円 

（100％） 

鶏 

５５億円 

４４．７％ 

乳用牛 

38億円 

30．9％ 

肉用牛 

16億円 

13．0％ 

豚 

12億円 

9.8％ 

その他 

2億円 1.6％ 

平成 18年 

近畿畜産総額 

882億円 

（100％） 

京都府

123億円 

14.0％ 

兵庫県

483億円 

54.8％ 

滋賀県 
114億円 

12.9％ 

奈良県 

75億円 

8.5％ 

和歌山県 
58億円 6.6％ 

大阪府
28億円 3.2％ 

平成 18年 

府畜産総額 

123億円 

（100％）

山城 

11億円 

8.９％ 

南丹 

６３億円 

51.2％ 

中丹 

42億円 

34.２％ 

丹後 
７億円５.７％ 
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 ３ 京都の畜産の現状 

乳 用 牛 

振 興 方 針 

① 多様な担い手の育成・確保 

② 生乳の安全と信頼の確保 

③ 家畜とのふれあい体験・食育の推進 

④ 改良増殖及び新技術・効率的な生産 

方法の開発・普及 

若い新規就農者への重点的な経営指導 

アイスクリーム作り体験教室 
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－７－ 

１戸当たりの飼養頭数 頭数 飼養戸数 

頭 

搾乳牛１頭当たり乳量 生乳生産量 
トン 

戸 

頭／戸 

年度 

ｋｇ／頭・年 

年 



 

7,669

8,950

6,493 6,121 6,227
5,796 5,974

8079071,0401,1801,4201,256
806

0
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肉 用 牛 

振 興 方 針 

① 優良な肉用牛資源を確保し、子牛生産拡大を支援 

② 法人化や一貫経営への移行を支援 

③ サービス事業体の活用 

④ 放牧の拡大 

⑤ 生産・経営管理技術の改善 

⑥ 自給飼料の利用拡大 

⑦ 新技術や効果的な生産方式の導入 

肉牛出荷頭数 
（成牛のみ） 

子牛生産頭数 
頭 

高能力牛から生まれた子牛 放牧による耕作放棄地の保全管理 
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１戸当たりの飼養頭数 頭数 飼養戸数 

頭 

戸 

頭／戸 

年 
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振 興 方 針 

① 豚肉及び経営の質的向上 

② 豚肉銘柄化の定着・拡大 

③ 環境保全対策の推進 

豚 

１戸当たり頭数 頭数 飼養戸数 

頭、戸 頭／戸 

年 
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１戸当たりの 

飼養羽数 
羽数（千羽） 飼養戸数 

千羽 

戸 

羽／戸 

羽数（千羽） 飼養戸数 
１戸当たりの 

飼養羽数 

千羽 

戸 

羽／戸 

振 興 方 針 

① 鶏卵・鶏肉の品質及び経営の質的向上 

② 特色ある地域に根ざした養鶏経営の支援 

③ 衛生管理体制の強化 

鶏 

年 年 
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飼料作物 

振 興 方 針 

① 飼料作物作付け面積の拡大と飼料ほの整備 

② 水田農業活性化対策による飼料生産の拡大 

③ 粗飼料の貯蔵施設及び栽培管理機械の整備 

④ 飼料作物生産・利用技術の向上と新技術の普及定着

⑤ 地域に適する奨励品種の選定普及 

１戸当たり面積 面積 作付戸数 

戸、ha ha／戸 

みつばち 

振 興 方 針 ① 安心・安全な京都府産はちみつの生産 

② みつ源増殖による経営安定 
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豊かな自然と恵まれた環境の中で、一頭一頭丹念に育て上げられた京都肉牛。その中

でもさらに品質を厳選したものが「京都肉」です。その味は、まさに伝統と文化の味です。

京都肉の定義 

・黒毛和種で最も長い期間、京都府内で飼養された 

もの 

・京都市中央卸売市場第二市場においてと畜解体さ 

れ枝肉 

・日本食肉格付協会による枝肉格付け「A-5、B-5

及びA-4、B-4規格」のもの 

京地どりとは 

・京地どりは、名古屋種、横斑プリマスロック、 

シャモといった良質な鶏をかけ合わせて作出さ 

れました。 

・長期間（１６週間以上）飼育して、じっくり育 

てていますので、脂肪がすくなく、地どり本来 

の歯ごたえと旨味が味わえます。 

京都ぽーく 

京都ぽーくの定義 

・京都府養豚協議会が選定したランドレース種、大

ヨークシャー種、デュロック種といった、優良な

種豚の掛け合わせにより作られました。 

京地どり 

京 都 肉

「京地どり」は、良質な鶏のかけ合わせで生まれました。京都の自然の中、じっくり育てた京

地どりを是非、ご賞味下さい。 

京都の自然の中で、生まれ肥育期に麦類を多給して育てており、良質な脂肪を持った豚肉を

是非、ご賞味下さい。 



畜　産　農　家

　サポートカウ導入懇談会
　先進地調査
　農地集積（地主等との調整）
　放牧地の選定

　電気牧柵等の導入
　電気牧柵、餌場等の設置作業

　牛の飼養管理
　牛を活用した地域イベント
　　（小学校行事、都市住民交流等）

集落で牛を導入

　サポートカウの放牧馴致

　和牛飼養技術研修

集落への牛の貸し出し

人と野生鳥獣の
共生の村つくり

事業

連携・調整

地 域 サ ポ ー ト カ ウ 事 業

放牧アドバイザー

集　　落

連携・調整
相談・アドバイ

集落活動支援事業

放牧推進支援センター
(畜産技術センター）

放牧バンク登録

　　サポートカウ会議
畜産課、森林保全課、農村振興
課、農産流通課、JA中央会等

地域サポートカウ推進会議
市町村、ＪＡ、広域振興局、普及セ
ンター、畜産技術センター、家畜保
健衛生所等

連携
調整

バックアップ
事　業

サポートカウ斡旋

バック
アップ
事　業

民間活力

ＮＰＯ

ボランティア

民間企業

飼養管理技術指導等支援
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 ４ 京都府畜産の重点推進事項 

畜産農家では、放牧による省力管理や飼

料費の低減がはかれます。 

放牧には、耕作放棄地の省力管理、獣害被害の

低減、農村景観の保全、地域でのイベントや子ど

もの情操教育などの多面的効果があります。 

休耕田の法面も、牛の「舌草刈り」でこん

なにきれいに（綾部市鍛冶屋地区） 

放牧牛は地元の子供たちに人気です。 

（舞鶴市西屋・河辺中地区） 

 畜産技術センターの牛を貸し出す「レンタカウ制度」をはじめ、畜産農家の牛を集落の耕作放

棄地等に放牧する「サポートカウ制度」を実施し、和牛放牧の有する多面的機能により、畜産農

家や市町村、地域集落やNPOとも手を携えて「地域力」再生をすすめていきます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－１５－ 

 京都府では、高病原性鳥インフルエンザをはじめとする急性家畜伝染病に的確に対応するため、

平成１８年度に高度な検査機能を備えた府の基幹的な中丹家畜保健衛生所に「広域防疫対策セン

ター」を設置し、家畜の健康を守る中で、「食」の安心・安全の確保を推進しています。 

 また、府の防疫体制の充実・強化を推進するため、専門家チームを設置して、学識経験者から

幅広く助言・指導を受けています。 

京都府中丹家畜保健衛生所

所 長 

次 長 

（ ｾ ﾝ ﾀ ｰ 長） 
高度病性鑑定課 

（兼 務） 

・山城家畜保健衛生所防疫課長 

・南丹家畜保健衛生所防疫課長 

・丹後家畜保健衛生所防疫課長 

・畜産技術ｾﾝﾀｰ防疫担当主任研究員 

・畜産課家畜衛生担当 

防 疫 課 

広域防疫対策センター

業 務 課 

 

学識経験者等（４名）

 

専 門 家 チ ー ム

助
言
・
指
導 

高度な検査機能を備えた

中丹家畜保健衛生所 

各種ウイルス検査機能を

備えた高度病性鑑定課 

広域防疫対策センターの役割 

① 口蹄疫、豚コレラ、鳥インフルエンザ等の急性伝染病の国内外における発生状況を基に、府

内防疫対策に必要な予防対策や発生時の防疫体制の整備を行います。 

② 動物衛生研究所や近隣府県の病性鑑定施設との連携を密にし、国内外の家畜伝染病の発生状

況や最新の検査技術等に関する情報収集を行います。 

③ 各家畜保健衛生職員への計画的な検査技術研修を行います。 

④ 農家や関係機関及び府民に対し、家畜伝染病の正しい知識の普及啓発を行うため積極的な研

修会等の開催や情報提供を行います。 



商品名

問い合わせ
番号

消費期限

小分け・
加工を
行った年
月日

２次元コード

 
 
 
     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

－１６－ 

 

商品名
賞味期限

たまごをパック詰めした年月日

問い合わせ
番号

２次元コード

農場名

販売者 注意事項

重量規格

鶏肉の流通とシステムの対象範囲

種鶏場・ふ化場

養鶏場 食鳥処理場

鶏肉加工場
小売業

システムの範囲

業務仕向など

鶏卵の流通とシステムの対象範囲

種鶏場・ふ化場

育成場

養鶏場 ＧＰセンター

卸売業
小売業

システムの範囲

外食など

鶏卵トレーサビリティ

鶏肉トレーサビリティ 

京都府では、平成１６年２月に発生した高病原性鳥インフルエンザや食品の不正表示問題等

の消費者の食の安心・安全への意識の高まりを背景として、鶏卵・鶏肉トレーサビリティシ

ステムの構築を進めています。 

トレーサビリティと衛生管理水準を組み合わせた全国に先駆けた独自の仕組みであり、きょ

うと方式のトレーサビリティシステムとして、注目されています。 

鶏卵は平成１７年１１月より、鶏肉は１９年２月より、運用が始まっています。 



 

・広域振興局等の関係機関が連携して、家畜排せつ物法の遵守指導を実施しています。 

・良質堆肥生産を指導し、畜産たい肥の需要拡大や流通促進を図ります。 

・耕畜連携による堆肥利用を推進します。 

・畜産たい肥の集中する地域から少ない地域への広域流通を図ります。 

・土壌分析や堆肥成分分析による適正な施肥方法を指導し、肥料としての畜産堆肥の利用を推進します。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－１７－ 

堆肥化施設整備と良質堆肥生産 マニアスプレッダによる畜産堆肥の施肥 

高能力供卵牛

の導入 
高能力牛から採胚

した受精卵 

・高能力供卵牛を導入し、受精卵移植技術を活用し、優良和牛子牛の増産を進めます。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－１８－ 
子牛への哺乳 

子牛の写生 

めん羊の毛刈りの見学 

牛の手入れ 

和牛の削蹄の見学 

乳しぼり体験 

 家畜とのふれあいを通じて、生き物の暖かさを実感し家畜への親しみと理解を深めてもらう

と同時に、食べ物を大切にする心を育んでもらうため、見学会や牧場体験等を実施しています。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－１９－ 

ラベンダー畑で人とめん羊 
が除草 

ポニーとのふれあい 

山羊とのふれあい 

 
 ５ ふれあい広場 

 
碇高原牧場の「ふれあい広場」では、普段馴染みのない肉や卵といったの食品や毛皮や羽毛

といったの衣類等の原料となるものを生産する動物とふれあうことができます。また、それら

の動物について、いろいろなことがわかる資料が展示されています。 

地元の方との協働により、ラベンダー

畑をつくり、管理を行っています。 

ふれあい広場と牧場本館  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－２０－ 

 
 ６ 家畜保健衛生所の業務 

結核病・ブルセラ病 

検査室での細菌検査 

馬の伝染性貧血 

死亡牛の海綿状脳症（BSE）検査

 家畜の健康を守り、「食」の安心・安全の確保を推進しています。より地域の理解を得ながら、

業務を進めています。 

農場での検査用採血 

家畜保健衛生所での室内検査 

高病原性鳥インフルエンザの発生予防 

監視 防疫演習 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－２１－ 

良質堆肥を地域に供給するため

の支援 

農場での飼養衛生管理向上の 

検討会 

小学生の見学で家畜の健康を守るこ

との大切さを伝える 

地域の高校の授業で畜産の魅力につ

いて講義 

飼料の抜き取り検査で 

安全性を確認 

酪農家での搾乳作業の点検 

伝染病発生時の地域連携につい

て市町と共に実地訓練 

鶏卵選別施設での衛生検査 



大阪府

福井県

滋賀県

兵庫県

畜産技術センター

　碇高原牧場

畜産技術センター（綾部） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●安全で品質の高い畜産物生産技術の開発 
      
 
 
 
                             
                             
                      
 
 
 
 
 
 

●地域資源を活用して資源循環と地域活性化を支援 

 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●環境対策技術の開発 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●成果の普及と技術指導 
 
 
 
 
 
 
 
 

－２２－ 

 

 

鶏への食中毒菌の感染を防いで、

安心・安全な鶏卵、鶏肉の生産 

 

 ７ 試験研究と技術指導 

 

対照区対照区対照区対照区 万願寺万願寺2.52.5％％ 万願寺万願寺5.05.0％％

地域資源が有する機能性等を活用した特産物づくり 
 

赤く熟した万願寺とうがらしの抗酸化成分

（カプサンチン）入り鶏卵を開発 

トウモロコシの細断型ロールベールサイレージ体系 飼料イネの省力的播種作業 

地域に適した飼料作物生産利

用体系を調査・提案し農地の

有効活用と資源循環型畜産を

推進 

 

安価な環境対策施

設の開発と参考設

計書の提供・施工

管理指導による施

設の普及 

回分式汚水処理施設 副資材を用いない堆肥化施設 樹木チップを用いた脱臭施設 

環境施設施工時の現場指導 酪農経営技術の現地指導 担い手への技術研修や学生・生徒の体験学習 

畜産技術センター 

家畜の免疫機能を活性化させて抗病性を高める研究 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－２３－ 

 

●胚移植技術による肉用牛の改良増殖 

高 育 種 価 牛 「 あ や か 」

高能力牛の受精卵 

●景観保全も考慮した放牧利用技術 

①レンタカウの放牧により、写生会が行

われるなど、地域の活性化つながってい

ます。 

②荒廃竹林の拡大防止のため竹林を含む

里地里山への繁殖和牛の放牧試験を実施 

和牛審査講習 

●高品質牛肉「京都肉」の合理的生産

技術の確立 

肥育前期に放牧を取り入れた肥育試験 
放牧牛とその枝肉 

●担い手への指導 

碇 高 原 牧 場



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〒６０２－８５７０ 
京都市上京区下立売通新町西入薮ノ内町 
TEL０７５－４１４－４９８１ 
FAX０７５－４１４－４９８２ 
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